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常緑林と落葉林が混在する熱帯林

（吉良 1983,熱帯林の生態）

• 熱帯季節林の多様な景観を特徴づける常緑・落葉性
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同等の降雨条件下にも常緑と落葉

3
• なぜ常緑と落葉が混在するのだろうか？

常緑 落葉

図. カンボジアの森林分布図
（JICA 2002）

図. カンボジアの年降水量分布図
（単位；mm）（荒木ら 2009, 森林立地）
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常緑林
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半常緑林

落葉林
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淡水湿地林

ヒース林
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人工林（ゴム林） 7



落葉林 8



カンボジア政府発行 2010年森林分布図＋時系列衛星データ

森林面積変化の把握手法の開発

→ポスタ7‐C2
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カンボジア

森林面積と樹木データを用いた森林炭素変化量の算定手法
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森林面積変化の
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時系列地図データ

枯死木・リター・
土壌データ収集



森林減少要因の解明と社会セーフガード

森林減少要因の解明
と森林の将来見通し

社会セーフガードとしての
苦情処理メカニズムの課題と展望
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カンボジア
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（2012年時点）

面積 平均バイオマス炭素量

（2006年） （2000-2001年）

km
2 Mg-C/ha Tg-C

常緑林と半常緑林 36689 163.8±7.8 601.0±28.7

落葉林 46921 56.2±6.7 263.9±31.3

合計 864.9±42.5

炭素量は平均値±標準誤差

森林タイプ

バイオマス
炭素量

長期調査プロットの整備と維持

初期データを利用して、
森林バイオマス炭素量
を国レベルで初めて推
定しました。
→ポスタ8‐C3
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地上部バイオマス 地下部バイオマス

落葉林木式の開発：
根のサンプリングを工夫しました

個体バイオマス（kg） = 
exp( ‐2.645 + 0.949 ×ln (DBH2H))  
（R2 = 0.985）

→ポスタ9‐C4 15
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ALOS/PRISM自動判読上層高計測手法の開発
平均炭素量
[tC/ha]

広域の炭素量を、等間隔で抽出して推定する
「系統的サンプリング」が可能になりました。

バイアス？

→ポスタ10‐C5
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カンボジア
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準国レベルで森林炭素の変化量を初試算

全国の森林分布図
を利用することで、
国レベルの試算が
可能です。

→ポスタ11‐C6
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森林減少要因の解明と社会セーフガード

森林減少要因の解明
と森林の将来見通し

社会セーフガードとしての
苦情処理メカニズムの課題と展望
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国レベルの森林減少要因の解明

有意な変数を使い、森林の将来も見通しました。→ポスタ12‐C721



森林減少要因の解明と社会セーフガード

森林減少要因の解明
と森林の将来見通し

社会セーフガードとしての
苦情処理メカニズムの課題と展望
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社会セーフガードへの取り組み
の現状と課題を分析。

REDD+の地域社会への影響につ

いて、事後把握と対処が重要であ
ることを明らかにしました。

REDD+パイロットプロジェクトに見る
苦情処理メカニズムの課題と展望

その手段である「苦情処理メカニズム」について、先進的プロ
ジェクトを分析し、既存制度の活用と実効性強化が課題であ
ることを明らかにしました。

• 外部アクターが関わる苦情の処理
• 不服申し立て制度、ハイレベルの行政部局による調停

• 炭素利益の分収に関わる苦情の処理

→ポスタ13‐C8
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まとめ
１．長い乾季をもつカンボジアで、森林面積と樹木データを
用いた森林炭素蓄積変化量の算定手法を開発し、準国レベ
ルの森林炭素の変化量を初めて試算しました。今後、全国
の森林分布図を利用することで国レベルの試算が可能です。

２．計量経済学のパネル分析手法を用い、カンボジア国の森
林減少の主要因が人口増加、農業総生産の増加、大規模
林地開発の増加であることを明らかにしました。将来予測も
試みました。

３．社会セーフガードへの取り組みとして重視されている「苦
情処理メカニズム」について、先進的REDD+パイロットプロ

ジェクトの事例分析より、既存制度の活用とその実効性の強
化が課題であることを明らかにしました。 24
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ありがとうございました。
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